
・年度内に2回の実施が可能
・教育管理システム(LMS)はWEB上で復習テスト、質疑応答、参考資料共有等を行うツール
・これまで4名の帰国研修員がFollow-Upを活用し研修成果を上げている。
・URL http://www.insight-m.com

【事前活動】
インセプションレポートの作成
【本邦研修】
以下の科目が講義、視察、討議およびワークショップにより行われる。
1.(1)帯広市地域振興政策及びフードバレーとかちの取組み
(2)帯広畜産大学における地域人材育成事業の取組み
(3) 農業協同組合の産業振興事例
(4) 中小企業・農業者支援制度
2.(1)事業戦略(地域戦略,事業戦略）
(2)管理会計（損益分岐点分析）、簿記, 財務会計(財務諸表）
(3)業務管理 （5S, カイゼン,GAP）
(4) 組織管理
3.(1)マーケティング基礎/応用(デザイン思考)
(2)商品開発 (地域資源活用)
4.(1)参加型教育手法,ケースメソッド教育,ビジネスゲーム,教育管理システム(LMS)
5.(1)プロジェクトマネジメント

主要協力機関

関係省庁

(A)英語/(B)英語

実施年度

所管国内機関

本邦研修期間

(A)JICA北海道（帯広）
(B)JICA北海道（帯広）

(A)インサイトマネジメント株式会社/(B)インサイトマネジメント株式会社

【案件目標】
自国において戦略的かつ実現可能な地域振興政策、中小企業、農業者の支援プログラム、ビジ
ネスプランの作成、実行し、国・地域経済向上に貢献する。

【成果】
(1) 国、地域における、クラスター形成・バリューチェーンの改善、協同組合の活用および持
続的開発の手法を習得する
(2) クラスター・バリューチェーンを形成する中小企業・農業団体の経営上の課題、問題点を
多角的に分析し支援できる。
(3) マーケティングを活用した顧客ニーズに基づく商品開発（農産物、加工品の付加価値化）
の取り組みを支援できる。
(4) 中小企業・農業者に対する効果的な経営、マーケティングの研修手法を習得する。
(5) 地域振興に繋がる実現可能なアクションプラン（ファイナルレポート）が作成できる。

目標／成果

内　容

【対象組織】
1.地域開発を担当する中央および地方省庁
2.中小企業
3.商工会議所
4.NGO

【対象人材】
1.農村開発、中小企業支援分野の行政官、
商工会議所職員、ＮＧＯ、農業組合の管理
職
2.農村開発、中小企業支援分野において5
年以上の実務経験を有する者。

対象組織／人材

農業地域における経営力、マーケティング強化による地場産業振興
Local Industry Development in Agricultural Regions by Strengthening Capacity of Management and Marketing

特記事項
及び

ホームページ

農業開発/流通・加工・輸出振興

対象国の条件：

副分野課題：民間セクター開発/中小企業育成・裾野産業育成

北海道は国内最大・最先端の農業地域であり、クラスター形成、バリューチェーンの改善および環境に配慮した持続的な開発に積極的に取
り組んでいる。このコースはマネジメント、マーケティングの応用による農業地域における戦略的・持続的な地域開発を幅広く学ぶもので
ある。参加者は研修を通じて実践的な地域振興策、支援制度を構築する。
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